
 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府は 12 月 27 日の臨時閣議で、令和 7 年度予算について概算決定しました。 

今年は、12 月 17 日に令和６年度補正予算が成立しており、令和７年度当初予算に合わせて、森林整備

政策を強力に推進することとなります。それでは令和７年度林野庁予算概算決定の概要をお知らせしま

す。 

種苗関連予算については、昨年度に引き続き公共事業、非公共事業とも「花粉症解決に向けた緊急総合

対策」を基軸に必要な施策や事業を効率的に実施していくことになっていますが、具体的には令和６年度

予算内容を基本的に踏襲したものとなっています。 

まず、森林整備事業予算(公共事業)については、７年度当初予算が一般会計で 1,256 億円(対前年度比

100.2％)となっています。６年度補正追加額の 506億円を合せると 1,762 億円となっています。森林整備

事業は花粉発生源対策としてスギ人工林の伐採・植替え等を推進するとともに、森林吸収源の機能強化・

国土強靱化に向けて、間伐、主伐後の再造林等を着実に推進することになります。 

 

予算の重点事項のテーマの 1 つに『森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策』【参考資料１】があ

り、主要な種苗生産に係る支援措置は以下のとおりです。 

なお、優良種苗生産推進対策のうち苗木生産技術の向上についてはR6 と同額となっています。 

また、コンテナ苗生産基盤施設整備については、前年と同内容であり、同額規模です。 

（参考）概算決定の関係資料は、次のとおりです。 

○森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策【参考資料１】 

・林業・木材産業循環成長対策【参考資料２】 

 ・循環型資源基盤整備強化対策（組替新規）【参考資料３】 

  コンテナ苗生産基盤施設等の整備 

 ・優良種苗生産推進対策【参考資料４】 

  ⑤苗木生産技術の向上等 
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令和７年度林野庁予算の概算決定の概要 

森林整備事業(林野公共予算)は、1,256億円(経常分)(対前年度比 100.2％)＋

６年度補正追加額 506億円で 1,762億円で決定 

非公共事業は 1095億円(107.3％)＋６年度補正追加額 236億円で決定となり、

必要な施策や事業を効率的に実施していく方針 



【参考資料 1】 

【参考資料 2】 



【参考資料 3】 

【参考資料 4】 



 

 

 

 全苗連・苗組の行事予定 

 

1月 6日       令和７年賀詞交換会(航空会館) 

1月 17日      関東地区林業用種苗需給連絡協議会 web（埼玉県） 

2月 6日 am    令和６年度新たなコンテナ苗生産技術等調査委託事業第 2回検討委員会(日本森林技術協会) 

2月 6日 pm    中央需給情報連絡協議会(日本木材総合情報センター) 

2月 21日       林木育種成果発表会 web(森林総合研究所林木育種センター) 

3月 13日       第９回全苗連生産者の集い実行委員会（熊本市） 

【令和７年度】 

４月上旬      令和６年度優良種苗生産推進対策のうち苗木生産技術の向上等事業林野庁報告 

４月上旬      全国山林苗畑品評会三次審査 

４月中旬      全苗連正副会長会議 

４月下旬      全苗連監査会 

５月 ９ 日     全苗連理事会 

５月 ２３日      全苗連通常総会 

１０月９～１０日    第９回全苗連生産者の集い（熊本県） 

   

 

 


